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A short term follow-up study of physical fitness and
health practices among school children in Okinawa, Japan

Minoru Takakura I I Minoru Kobayashi 2 I Masaya Miyagi3, Hisamitsu Kobashikawa 2

Abstract

This study et,nployed a prospective study design to examine the reciprocal relationship

between physical fitness and health practices among the upper graders of elementary
schools in Okinawa, Japan. We determined the longitudinal associations of the change in
physical fitness with the change in health practices during a one-year follow-up.

The subjects of this study were 236 boys and 218 girls enrolled in the fifth grade at

four elementary schools, and were followed up to the sixth grade. The Sports-test was

conducted in order to measure physical fitness consisted of grip strength, trunk extension,

trunk' flexion, side step, 20m shuttle run, 50m run, standing broad jump, and softball

throw. Health practices, included sleep in moderation, eating breakfast, playing TV
games, exercise after school hours, and taking lessons in various sports, were assessed by

self-administrated questionnaires.

After adjusting for baseline physical fitness and growth velocity, there was a few
significant difference in change in physical fitness by category of change in health

practices. Boys who kept on eating breakfast increased physical fitness more than those

improved the bad habit of breakfast. Moreover, boys who kept on exercise after school

hours promoted physical fitness compared to those who did not exercise. Girls who kept

on exercise after .school hours increased physical fitness more than those who did not
exercise or improved exercise habit.

In conclusion, change in most health practices did not have the effect on change in
physical fitness during a one-year follow-up. Exceptionally, changes in exercise after

school hours and eating breakfast were associated with change in physical fitness.

Therefore, keeping on these practices may increase physical fitness level among school

children.
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に影響することを表す妥当な因果構造モデルが構

築されたと報告している。

しかしながら、これらの知見はいずれも生態学

的あるいは横断的研究デザインにより得られてい

ることから個人を追跡しているわけではなく、生

活習慣と体力との因果関係を明確にするためには

縦断的研究が必要となる。子どもの体力に及ぼす

身体的トレーニングの介入効果に関する縦断的研

究は枚挙にいとまがないが、生活習慣と体力に関

する縦断的研究は国内外でほとんど実施されてこ

なかった。これまでに唯一、日本体育協会スポー

ツ科学委員会8〕による発育期のスポーツ活動が心

身に及ぼす影響についての追跡研究がみられる。

そこでは、小中学生を対象に２年間の追跡調査を

行った結果、運動群が対照群よりも一層発達した

体力要素はみられなかったと報告されている。し

かし、この研究の運動群と対照群は３回の調査時

における運動実施時間数の平均をもとに区分され

ているために、年間の運動実施の変化がいかに体

力に影響を及ぼすかについては不明である。

本研究では、小学５学年から６学年にかけて１

年間の縦断的調査を行い、対象児童コホートにお

ける年間の生活習慣の変化および体力の変化の関

連性を検討した。

I．はじめに

近年、特に1990年代に入ってから、わが国では

児童生徒の体力低下が盛んに議論されてきた。文

部科学省より毎年公表されている体力・運動能力

調査報告書の統計データを用いて経年的推移を検

証した研究では、1964年以降では体力の向上傾向

が継続していたが、1978年頃をピークとして、

1985年以降では継続的な低下傾向であることが確

認されているＬ２)。一方で、身長をはじめとする

子どもの体格は向上しており、また、発育促進現

象もしばらく継続すると予測されている3)。一般

に体格は筋力や運動パフォーマンスなどと比例関

係にあると思われるが、このように体格が向上し

ているにもかかわらず、体力・運動能力が低下し

ていることは、体力の低下がきわめて深刻な状況

であることを示している“。

子どもの体力低下傾向の背景には様々な要因が

関与している。なかでも、経済や科学技術の発展

による生活の利便化、都市化による住宅環境の変

化、スポーツや外遊びに不可欠な要素である時間、

空間、仲間の減少など、子どもを取り巻く能活全

体における変化のために子どもの日常的な身体活

動が減少したことが、最も大きな影響を与えてい

ると考えられている⑪。この考えを裏付ける研究

報告として、例えば、NishijimaetaL2.51は、

体力・運動能力調査報告書のデータを検討したと

ころ、ほとんど毎日運動する群や１日２時間以上

運動する群の体力診断テスト合計点の平均値が最

も高かったのに対して、運動しない群や１日30分

未満の運動群の得点は最も低かったと報告してい

る。さらに、運動・スポーツ実施状況別の持久走

成績の経年推移を観察したところ、ほとんど毎日

運動する群では持久走成績が維持され、運動しな

い群では低下傾向が著しかったことを示している。

また、上地ら６１は、小学校高学年を対象に身体活

動と体力の関係を活動時間帯別に検討したところ、

体力と「体育の時間」および「帰宅後」における

身体活動水準に関連があることを明らかにしてい

る。OhtsukaetaL7)は、児童生徒の運動、食事、

睡眠などの生活習慣と体力との関係に構造方程式

モデリングを適用した結果、中学生男女とも、運

動習慣と食事習慣から構成される生活習慣が体力

Ⅱ対象と方法

本研究では沖縄県の公立小学校の児童を対象と

した。沖縄本島４教育事務所管内から、文部科学

省新体力テストを実施し、かつ調査について理解

協力の得られた小学校を１校ずつ計４校選び、各

校の第５学年に在籍する児童454名（男子236名、

女子218名）を調査対象とした。ベースライン調

査は対象が５年生であった2001年５月から７月に

実施し、追跡調査は対象が６年生になった2002年

５月から７月にかけて実施した。調査対象のうち、

新体力テストを受けた児童は2001年423名、２００２

年435名、両年とも受けた児童は406名で、これら

を分析に用いた。

調査内容は形態と新体力テスト項目および質問

紙法による生活習慣や運動意欲等であった。質問

紙調査は学級において自記式で行った。以下に本

研究の分析に用いた項目を示す。

－１００－
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形態項目は身長および体重を用いた。また、各年

の身長現量値の差から発育速度（年間増加量）を

求めた。新体力テストは文部科学省の実施要項に

基づき、握力、上体起こし、長座体前屈、反復横

とび、２０ｍシャトルラン、５０ｍ走、立ち幅跳び、

ソフトボール投げの８項目を測定した。項目別得

点表により得点化しそれらを合計して体力合計点

を算出した。

生活習慣は、睡眠時間、朝食摂取、テレビゲー

ムの時間、放課後の運動時間、習い事（サッカー、

野球、水泳等の運動）の頻度をそれぞれ５件法で

尋ねた。これらの項目は、度数分布や先行研究の

判定基準9.10)を参考に、健康に好ましい習慣と好

ましくない習慣の２群に再カテゴリ化した。ここ

では、朝食を毎日摂取、睡眠時間８時間以上、テ

レビゲームをほとんどしない、放課後の運動30分

以上、習い事（サッカー、野球、水泳等の運動）

が週１回以上を健康に好ましい習慣とした。

分析は、まず生活習慣と体力の横断的関係を検

討するために、各年度の生活習慣別に体力合計点

の平均値を算出し、２カテゴリ間の差の検定を行っ

た。次いで、生活習慣と体力の縦断的関係を検討

するために、生活習慣はペースライン時から追跡

調査時にかけて好ましい習慣を維持した群、好ま

しくない習慣を維持した群、好ましい習慣に改善

した群、好ましくない習慣に悪化した群の４パター

ンに分け、体力合計点はベースライン時から追跡

調査時までの変化量を算出した。そして体力合計

点変化量を従属変数、生活習慣変化パターンを独

立変数とした共分散分析を行った。共変量にはベー

スライン時の体力合計点および発育速度を用いた。

発育速度を共変量に用いた理由は、発育速度が体

力変化にかなり影響していたからである（男子ｒ＝

0.463ｐ＜0.001、女子ｒ＝0.157ｐ＝0.03)。い

ずれの分析も男女別に行い、有意水準は５％とし

た。

Ⅲ、結果

表１に各年度の体力合計点、身長、体重とそれ

ぞれの年間変化量の平均を男女別に示した．男女

差は５年生の身長（ｔ＝-4.77,ｐ＜0.001)、６

年生の身長と体重（ｔ＝-5.01,ｐ＜0.001；ｔ＝

-3.06,ｐ＝qOO2)、体重の年間変化量（ｔ＝

-4.19,ｐ＜qOO1）にみられ、女子の方が大きかっ

た。対応のあるt検定の結果、男女とも体力合計

点、身長、体重の年間変化量が有意に増加してい

た。また、変数ごとに年度間の相関係数を算出し

たところ、いずれの変数にも強い相関関係がみら

れ、各変数とも年度間にトラッキング現象がある

ことが示された（表１)。

表２に各年度の生活習慣別の平均体力合計点を

男女別に示した。ベースライン時では、男女とも

テレビゲームをほとんどしない者、放課後の運動

が30分以上の者、習い事（スポーツ）が週１回以

上の者、および睡眠時間が８時間以上の男子の体

力合計点が有意に高かった。追跡調査時では、習

い事（スポーツ）が週１回以上の男女、朝食を毎

日摂取する男子、放課後の運動が30分以上の男子

の体力合計点が有意に高かった。

表３に各生活習慣の変化パターン別の平均体力

合計点変化量を男女別に示した。男子の朝食摂取

変化パターンと放課後の運動変化パターン、女子

の放課後の運動変化パターンの平均体力合計点変

TableLLogitudinalchangesinphysicalfitness，height，andweight，stlatifiedbygender

5thgrade 6thgrade One-yearchange Tracking

ｎＭｅａｎＳ.，．ｎＭｅａｎＳＤ．ｎＭｅａｎＳＤ．ｔｐｒｐ

Ｂｏｖ PhysicalFitness(point）

Heightに、）

WeighMkg）

214

217

217

53.4

136.9

３３．７

8.2

6.2

7.7

＜０００１

＜0.001

＜０００１

201

226

227

57.4

142.9

３７．３

8.8

7.2

8.5

184

208

209

4.3

6.2

3.9

５
３
３

■
□
■

５
２
２

-10.48

-39.28

-24.60

0.782

0.957

0.966

＜0.001

＜0001

＜0.001

Ｇｉｒｌ PhysicaIFitness(point）

Ｈeightに、）

WeighMkg）

203

206

206

53.6

140.0

３５．０

９
０
４

●
●
●

７
７
７

192

208

208

57.2

146.3

３９．８

６
８
３

◆
●
●

７
６
８

２
８
８

８
９
９

１
１
１

3.5

6.5

5.0

4.9

2.6

2.6

-9.52

-35.78

-27.08

＜０００１

＜0.001

＜0.001

＜０．００１

＜0.001

＜0００１

0795

0.934

0.952

Totalnumbervariesbecauseofmissingdata．
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Table２．Cross-sectionalassociationsbetweenphysicalfitnessandhealthpracticesat

baselineandfoUow-up，stratifiedbygender．

PhyBica］fitneSssco罐ｉｎ６ｔｈｇｒａｄｅPhysicalfitnessscorein5thgrade

ＧｉｒｌＢｏｙBoy Ｇｉｒｌ

ｎＭｅ８ｎＳＤ．ｔｐｎＭｅａｎＳ､ＤｔｐｎＭｅａｎＳｎｔｐｎＭｅａｎＳＤ．ｔｐ

10252」８８－２．４１８０．０１６８３５３１７．４－1.10402719357.67.00｣４５０．８８５９０５６９７」－０｣240.901
106別.８７．６１１３５４．３８２１０２５７．５９．４９８５７．１８０

Houl窓ofsleeP ＜8hours

臣8hours

8３3.4250.001４４５５．１７．６1.8820.061

82１４２５７．６７．５
８．３０３１１０．７５６４１５２．７８０－09260.356別別･２
８．３１５６別０７．８１３８５８．８

Eatjngb噸kfn8tOtheI君

EverydBy

7０５３６

１４０５３３

PlayingW願mｅＮｏｔａｔＢｌＩ６２５５６８．３－２．５０１００１３１４８別.５８．０－２．１４５００８３２７５６．０１０．０－１０５１０２９５８９５７．９
≧３０minutes1４８５２．５８．２４７５１．７７２１柏５７．８８１９７５６．３

8,114380.152

70

NotataI］8150.99.3-3.4980.00110752.２７．７－３０２６０．００３６３５３２８４５.５３０００００１２０５６６７．４ＬＯ８２０２８１
≧３０ｍｉｎｕｔｅｓｌ２７５５０７２８６５５５７．５１２８５９．９７６６５５７８７．９

nKemseafter

schoolbours

７８５q083-4.7180.00012551.769－５．１３４００００６６５３．７８.１４８４５００００１２３５５Ｊ７．０ａ4520001
13155.37.6７２５７．３８２１２９５９．５７．８６５５９．６７９

値kinglessonsinNotatall

vBrlous8ports≧ltjme/wGek

TotaInumbervariesbecauseDfmissingdata．

Table３.Adjusted事meanofchangeinphysicalfitnessbycategoryofchangemhealth

practicesduringone-yearfO11ow-up，stratifiedbygender

Boy Ｇｉｒｌ

ｎＭｅａｎＳＥ．ＦｐｎＭｅａｎＳＥ．Ｆ ｐ

0.621Ｕ602Changeinhours
ofsleep

Deteriorating

KeepingunheaIthypractice

KeGpinghealthypractlce

lmproving

Deteriorating

Keepingunhealthypractice

Keepinghealthypmctice

lmprovmg

０
４
２
８

３
５
６
２

４
９
７
１

■
●
●
●

５
３
４
３

８
６
５
８

。
●
●
０

０
０
０
０

1.6640.177

５
９
７
３

３
４
６
２

５
１
３
７

●
●
◆
●

３
３
３
４

８
７
６
０

口
ｂ
●
■

０
０
０
１

Changein

eatingbreakfast

１２

３１

１０３

２５

８
６
２
０

■
●
●
●

２
３
５
３

２
８
４
９

■
■
■
■

１
０
０
０

2.9160.036 １９

２３

１１９

m

９
３
７
７

■
■
。
■

２
３
３
３

1.1

Ｌ0

0.4

1.4

0.1720.915

Changein

playingTV

game

Deteriorating

Keepingunhealthypmctjce

Koepinghealthypractice

lmprovmg

３１

１００

１３

１２

５
０
８
０

●
■
■
■

４
４
２
４

８
４
２
３

０
０
Ｌ
Ｌ

0.4390.725

７
４
０
０

５
３
７
１

５
７
０
１

■
□
●
●

３
２
４
３

６
８
６
５

０
０
０
１

0.5540.646

3.2660.023changein
exercisearter

schoolhours

Deteriorating

Keepingunheahhypractice

Keepinghealthypractice

lmproving

０
３
２
９

■
■
□
■

４
２
５
３

６
３
７
２

３
７
３
２

、
６
８
Ｊ

４
２
４
２

７
５
７
０

●
■
■
□

０
０
０
１

2.7300.046

７
４
６
１

１
３
８
３

ｌ
８
５
８

Ｌ
０
０
０

Changein

takinglessonsin
variousSports

Deteriorating

KeepingunheaIthypractice
KeepinghealthyplHctice
lmpmving

９
１
８
６

１
４
８
２

７
７
８
３

●
Ｏ
●
■

３
３
４
４

０
７
５
８

１
０
０
０

0.6760.568

四
則
偲
旧

２
０
８
２

■
■
●
●

３
３
４
３

１
５
７
１

１
Ｑ
Ｏ
Ｌ

1.5730.198

TootalnumbervalFiesbecauseofmissingdata

・AdjustedforbaselinEphysicalfimessandgrowthvelociLy

化量に有意差が認められたｂ多重比較の結果、男

子では朝食摂取を維持した群は朝食を摂取するよ

うなった改善群よりも、また、放課後の運動習慣

を維持した群は運動しない習慣を維持した群より

も体力合計点変化量が大きく（ｐ＝0.023；ｐ＝

0.002)、女子では放課後の運動習慣を維持した群

は運動しない習慣を維持した群や好ましい放課後

の運動習慣に改善した群より体力合計点変化量が

－１０２－
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大きいことを示した（ｐ＝0.017；ｐ＝0.027)。 長ホルモン作用が、運動による発育刺激よりも強

いためにトレーニング効果が明確に現れにくいと

いうことや'１)、初期水準における能力が高いとト

レーニング効果は小さくなるという運動群におけ

る“trainabilityの飽和,,あるいは“ceiling

effect，，に起因するということが考えられてい

る膣'3)。

本研究では、男女とも放課後30分以上の運動習

慣を１年間維持した群は、放課後に運動しない習

慣を維持した群よりも有意に大きな体力向上がみ

られた。横断的結果では放課後の運動習慣のある

者はない者に比べて体力レベルが高く、また体力

レベルには強いトラッキング現象がみられた。し

たがって、好ましい放課後の運動習慣を維持して

いる児童は、元々体力レベルが高いだけでなく、

その増加量も大きいのに対して、運動しない習慣

を維持している児童は、元々体力レベルが低く、

その増加レベルも小さいということが示唆でき、

これまでの知見と若干異なる結果を示した。本研

究の対象が小学校５，６年生であったことから、

運動習慣のある者の体力レベルが高かったにもか

かわらず、“trainabilityの飽和,,や“ceiling

effect”を呈するまでの強い運動刺激やトレーニ

ングが与えられなかったことが原因と考えられる。

しかし、習い事（スポーツ）の変化では、好まし

い運動習慣を維持している児童の体力増加量は大

きかったが、有意差にはいたらなかった。実際の

運動強度は習い事（スポーツ）の方が放課後の運

動よりも強いことが推測されるので、こちらの場

合は初期水準の体力レベルがトレーニング効果に

影響していたのかもしれない。今後、運動強度か

ら運動習慣の変化を把握して体力変化に及ぼす影

響を明らかにする必要がある。

興味深いことに、女子において、放課後の運動

習慣が好ましい方向へ改善した群は運動習慣を維

持した群に比べて体力増加量が有意に小さかった。

当初、筆者らはこれまでよりも運動時間が増える

改善群はトレーニング効果も増大し、それによっ

て体力も大きく増加すると想定していたが、本知

見はこれを支持しなかった。改善群は５年生時に

は放課後の運動習慣がなく横断的にみても体力レ

ベルが低い群であった。元々体力レベルが低いも

のはその後の運動刺激によっても体力は増加しな

Ⅳ、考察

本研究は児童の体力と生活習慣の縦断変化の関

連性を検討した数少ないコホート研究である。従

来の横断的研究は体力と生活習慣の関係を探るこ

とができたが、本コホート研究ではこれらの因果

関係を明らかにでき、体力変化を引き起こす因子

を抽出することになる。本研究の結果として、各

年度を横断的にみると男女とも多くの生活習慣と

体力との間に関連がみられたが、縦断的にみると

男女の放課後の運動時間の変化と男子の朝食摂取

の変化のみが体力変化と関連を示したにすぎず、

睡眠時間、テレビゲーム、習い事などの生活習慣

の変化は体力変化に影響を及ぼしていなかった。

児童の体力と生活習慣に関する縦断研究はほとん

どみられないが、運動実施については日本体育協

会8)が小中学生を対象に２年間の縦断研究を実施

している。この研究では、２年間の運動実施頻度

と運動実施時間から運動実施スコアを算出し、そ

の上下25％の児童をそれぞれ運動群と対照群に区

分している。結果として、測定された体力・運動

能力のすべてが、調査開始年度から２年間にわたっ

て運動群と対照群にまったく差がみられなかった

項目、あるいは、調査開始年度当初から運動群が

対照群よりすぐれ、その差がその後２年間同じよ

うに保たれた項目のいずれかに分かれた。すなわ

ち、体力・運動能力は運動によって発達したとは

断定できなかったと考えられる。また、星川らu）

は中学生の運動部活動が体力に及ぼす影響につい

て３年間の縦断研究を実施している。運動部生徒

と非運動部生徒の体力を横断的に比較すると、ほ

とんどの体力要素で運動部生徒の方が高かったが、

年間増加量について両者を比較したところ、運動

部生徒が有意な増加を示した項目は、男子の２年

生から３年生にかけての走幅跳びおよび懸垂の２

項目にすぎず、一部の項目を除いて自然発育量を

上回るトレーニング効果を得ることはできなかっ

たと報告している。このように、発育期にある児

童生徒については、かなりの運動刺激が持続され

ても体力のトレーニング効果は低いことが示され

ている。その理由として、発育急増期における成
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文献いのか、あるいは１年間位の運動刺激の改善変化

だけでは体力増加には影響しないのかということ

が仮定できるが、ここでは１年間という短期間で

は体力増加までいたらなかったと考えるのが妥当

であろう。低体力者でも運動習慣維持群と同程度

の体力レベルになるとその後の体力増加量も大き

くなることが期待できる。しかし、このことにつ

いて確認するためには、追跡期間を長くした縦断

研究が必要となる。男子の朝食摂取の改善群にも

同様の傾向がみられたが、本研究ではその理由を

明確に示すことはできなかった。

さらに、睡眠時間、テレビゲーム、習い事（ス

ポーツ）の変化は１年間の体力増加量に影響を及

ぼしていなかった。これらの生活習慣の変化は体

力に長期にわたって影響するために短期的には敏

感に反応しないのかもしれない。２年以上あるい

はより長期の追跡調査を実施した場合、変化パター

ンによって体力増加量に差が見出される可能性も

考えられる。

本研究は１年間という追跡期間の短さ、サンプ

ル数が少なく推定パラメーターの精度が低いこと、

生活習慣項目の精神測定学的検討の不備による系

統誤差の発生などの多くの限界が存在する。した

がって、本研究は児童期の生活習慣と体力の縦断

変化に関するpreliminarystudyになると考える。

結論として、小学５年生および６年生の生活習慣

の多くは体力レベルと関連しており、健康に好ま

しい習慣をとっている者ほど体力レベルが高かっ

た。しかし、ほとんどの生活習慣において１年間

の変化は体力増加量に影響を及ぼしていなかった。

例外として放課後の運動時間の変化と朝食摂取の

変化が体力変化と関連を示したことから、これら

の生活習慣を維持すると体力が大きく増加するこ

とが示唆された。
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